
■特別活動の構想（ｈ２３．６．１０）徳地中３年２組

■発問及び流れ ■板書事項

記録したり
「今できること」 グラフにして

常に意識する班で、クラスで考えて、
生徒会リーダーの３年生として。

「 「 」 「 」 」学校の１％節電の 秘策 と 広め方 を考えよう
（国は１５％だけど）

■秘策 ■広め方

各班の意見 各班の意見→
（班シート） （班シート）

→

→

→

→

→

まず
徳地中の電力使用量は
１ヶ月＝約９０００kwh
１日＝約４００kwh
１％節電の量を計算すると

① １日１％の節電量＝約４kwh

また
１教室の蛍光灯の総数から計算すると

② １教室１時間の照明による使用量
＝約１kwh

・大震災直後の生徒会の素早い「募金
活動（10万円 」に感心したことを）
伝える。

・あれからちょうど３ヶ月後の「今で
きること」をたずねたアンケート結
果を知らせる。

・そのうちの「節電」を考える。
・国の目標は１５％節電。徳地中まず

。 【 】は１％節電から考えよう ■ 板書
・学校の電力使用量の８０％は照明と
言われています。

・ 照明の節電」を考える数値を提供し「
。 【 】ます ■ 板書

・個人で学習プリントに考えを記入す
る。

・班で話し合う。
班シートに書く

■【事例提示】アンケートにあった昼
休みに全学級が約４０分教室を消灯
して外で遊ぶと４kwhの節電に。
４０分は2/3時間。全学級数は６。
だから６kwh×2/3＝４kwh節電

【 】・班発表 ■ 板書
「秘策 「広め方」をはる」
発表し交流する

【秘策】は｢記録したり、グラフにし
たり、常に意識すること｣などである
ことを伝える。 ■【板書】

■新聞記事の内容

【文科省の提案によると】
・学校は法律で窓が大きく設計され

。 、 、ている また 必ずスイッチが窓側
廊下側の２つある。 雨、曇り、夕方
でなければ法律で定める照度(500ﾙ
ｸｽ)は確保されているとのこと。
・だから普通の日、半分消灯すれば
徳地中の場合は２４kwhで６％の節
電となる。
・また、廊下やトイレや完全・部分
消灯も効果的である。


